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Rehabilitation International (RI)賞授与式での様子
(2023年5月、中国)
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精神科病床の推移 （医療施設調査等）
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ハルキウ州オスキル市の精神神経科居住施設に対する砲撃の余波

ウクライナ障害者国民会議ホームページ
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ウクライナ中央部ウマン市での攻撃さ

れた街や建物の様子

(2023年5月16日)
きょうされんHP
【ウクライナの現状】キーウにいるラリーサさんのメールから



津久井やまゆり園
（２０１６年当時の全景）

2016年7月26日未明 
19人の刺殺と26人の負傷



ドイツ精神医学精神療法神経学学会（DGPPN）による
『国際検証委員会報告書』（2016年公表）の中の一節

「第３帝国初期の数年間に於ける、
生政治に関するナチスの施策で
最も重要なものが、遺伝性疾患子
孫防止法による断種政策だった事
に疑いの余地はない。」



第一章 総則
（この法律の目的）
第一条 この法律は、優生上の見地か
ら不良な子孫の出生を防止するととも
に、母性の生命健康を保護することを
目的とする。

優生保護法（1948～1996）
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第一条 本法は悪質なる遺伝性疾患の
素質を有する者の増加を防遏〈ボウア
ツ〉すると共に健全なる素質を有する
者の増加を図り以て国民素質の向上を
期することを目的とす

国民優生法（1940～1948）
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ヒトラー式敬礼を行なう盲青少年



盲人博物館内のガラスケースに入った
人種教育の写真と人種別の顔模型
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６つの施設と犠牲者数
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ハダマーの施設からのぼる煙



「灰色のバス」モニュメント



ハダマー・地下室への階段



ハダマー・シャワーヘッドの跡



ガ
ス
管
の
固
定
具
跡



ハダマー・解剖台



ハダマー・焼却炉への搬送痕
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聴覚障害のある人が描いた絵



つまづきの石
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「Ｔ４作戦」モニュメント



国連特別委員会での仮採択の瞬間 （写真提供 福祉新聞社）31



Nothing About Us, 
Without Us

32

私たち抜きに私たちのこと
を決めないで











国連欧州本部の正門前
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日本の初審査（建設的対話）の会場のようす

会場で傍聴する藤井
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7.委員会は、以下を懸念する。

(a)障害者への温情主義的アプロー
チの適用による障害に関連する国内
法制及び政策と本条約に含まれる障
害の人権モデルとの調和の欠如。

国連・総括所見抜粋



10.委員会は、締約国に以下を勧告する。

 (b)優生思想及び非障害者優先主義に基
づく考え方に対処する観点から、津久井や
まゆり園事件を見直し、社会におけるこうし
た考え方の助長に対する法的責任を確保
すること。

国連・総括所見抜粋



34.委員会は、締約国に以下を勧告する。

(ｃ)精神科病院における、残虐で非人道
的また品位を傷つける取扱いを報告する
ために利用しやすい仕組み及び被害者
への効果的な救済策を設け、加害者の
起訴及び処罰を確保すること。

国連・総括所見抜粋



７０.委員会は、締約国が、独立した監視枠組みに関す
る指針及びその委員会の活動への参加を考慮すること

、人権の保護に関する広範な権限、及び十分な人的、

技術的及び財政的資源を伴うパリ原則に完全に沿った

国内人権機構を設置すること、また、その枠組みのな

かで本条約の実施を監視するために、独立性、委員の

障害の多様性及びジェンダー衡平の代表性を保障し

ながら障害者政策委員会の公的能力を強化することを

勧告する。

国連・総括所見抜粋







直系血族及び兄弟姉妹は、

互いに扶養をする義務がある。

民法 第877条
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